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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・カルテカート本日修理に来ています。ネジ紛失していた為青春持参で締め直しています。また、使用してくるうちにネジが緩んでくると思われるので、こまめに確認していきましょう。

・村上　幸子様～本日息子様来院され、単独外出・外泊承諾書記入後、小遣い2,900円本人様へ渡しています。

＜注目患者様ケース検討＞

・清川　厚子様

転入後１～２日は表情良くプログラム等へ参加されていましたが、朝食時泣きながら摂取しています。本日「西へ帰りたい、友達がいない、部屋に戻りたくない。」等訴え聞かれています。理由問うと同室の患者様に食事の際「あんたの座る席はない」と言われたと話しています。同室の患者様と合わないことが問題と考えられる為、情報交換しています。

· 訴えがあった際は傾聴し、統一した対応をする。

· 慣れるまでスタッフが付き添い声掛け等行う。

· あまりにもひどい場合は部屋換えを検討する。

入浴はスタッフ見守りで行い、各食事後には歩行運動促していきます。また、気分変動ある為、些細な事でも記録に残すようにしましょう。

＜精神科看護業務について＞

看護実践の基準

１．看護を必要とする人に身体的、精神的、社会的側面からの手助けを行う。

(1)治療的な環境を提供する。

1 清潔で安全な環境を提供する。

2 患者の個別性や独自性を尊重する。

3 患者のプライバシーを尊重する。

4 自由、責任、選択の機会の増大が図れる環境を提供する。

5 境界設定（自己管理の制限等）を治療的に適用する。

(2)患者が回復する力を持てるよう、治療的な患者‐看護師関係を展開させる。

1 患者‐看護師の信頼関係を確立出来るように関わる。

2 患者が自分の問題に気付く事が出来るように支援する。

3 他の人の力を借りながら、問題解決していくことが出来るように支援する。

(3)患者が自分で満たす事の出来ないセルフケアニーズに対し援助するとともに、必要なセルフケアが自分で出来るように支援する。

1 セルフケア能力の査定をする。また変化に即して再査定をする。

2 患者の意向、希望に添いながら少し先の達成可能な目標を患者とともに立てる。

3 目標達成にあたっては、患者のやり方、意向を考慮しながらすすめる。

4 変化を患者が自覚出来るよう肯定的なフィードバックを送る。

以上を読み合わせしています。


































